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舞
う
神
楽

百
年
の
伝
統

❷ 住みよいまちづくり条例を一部改正
❸ 厚木環状3号線の一部が開通
❹-❺ 特集 セーフシティあつぎ

安心・安全を未来へ
❻-❽ 街の話題/コラム/お知らせ

　

豊
作
や
無
病
息
災
な
ど
を
神
に
願

い
、
五
人
ば
や
し
の
演
奏
と
共
に
舞
う

相
模
里
神
楽
「
寿
式
三さ

ん

番ば

叟そ
う

」。
華
麗

な
衣
装
に
身
を
包
み
、
面
を
着
け
た
舞

手
が
力
強
く
足
を
踏
み
鳴
ら
し
ま
す
。

相
模
里
神
楽
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀

に
記
さ
れ
た
神
話
を
題
材
に
面
を
着
け

て
演
じ
る
黙
劇
で
す
。
江
戸
で
上
演
し

た
神
代
神
楽
が
愛
甲
神
楽
に
発
展
す
る

も
衰
退
。
１
９
１
２
年
に
相
川
地
区
の

垣
澤
社
中
が
、
相
模
里
神
楽
と
し
て
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

社
中
に
は
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の

12
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
稽

古
に
励
み
、
愛
甲
熊
野
神
社
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
祭
事
な
ど
で
演
技
を
披

露
。
71
年
に
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
全
国

各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

社
中
の
代
表
を
務
め
る
垣
澤
瑞
貴
さ

ん（
43
）は
「
神
楽
は
地
域
の
方
と
共

に
楽
し
む
伝
統
芸
能
で
、
太
鼓
や
笛
の

音
色
、
迫
力
あ
る
演
技
が
魅
力
。
伝
統

を
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
演
目
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　

古
く
か
ら
市
内
に
息
づ
く
里
神
楽
。

１
０
０
年
を
超
え
る
伝
統
は
、
未
来
を

見
据
え
な
が
ら
舞
い
続
け
ま
す
。

厚木市はスポーツ、文化・芸術、歴史の聖地づくりに取り組んでいます。 編集・発行／厚木市広報シティプロモーション課 〒243-8511 神奈川県厚木市中町3-17-17 ℡  .046-223-1511㈹ ℻  .046-223-9951

アプリは「マチイロ」「カタログポケット」ネットは「マイ広報紙」デジタル広報配信 ネットは「マイ広報紙」アプリは「マチイロ」「カタログポケット」アプリは「マチイロ」「カタログポケット」ネットは「マイ広報紙」アプリはアプリはアプリはアプリはアプリはアプリはデジタル広報配信デジタル広報配信デジタル広報配信 アプリはアプリはアプリは「マチイロ」「カタログポケット」「マチイロ」「カタログポケット」「マチイロ」「カタログポケット」アプリはアプリはアプリはアプリはアプリはアプリはデジタル広報配信デジタル広報配信デジタル広報配信

   

No. 

  .



２

　
市
民
参
加
の
仕
組
み
、
開
発
事
業
の
手
続

き
や
基
準
な
ど
を
定
め
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
２
０
０
３
年
に
施
行
し
ま
し

た
。
施
行
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
た
ま
ち

の
姿
は
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
災
害

の
頻
発
化
・
激
甚
化
な
ど
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
市
議
会
で
の
審
議
を

経
て
、
時
代
に
合
っ
た
実
効
性
の
高
い
内
容

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

地
域
の
声
を
生
か
す

　
今
回
の
改
正
で
は
、
住
民
が
自
分
た
ち
の

暮
ら
す
地
域
の
将
来
像
や
目
指
す
姿
・
ル
ー

ル
を
定
め
る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
や
す
く
し
ま
し
た
。
対
象
の
区
域
面

積
を
「
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
」
か
ら
「
１

０
０
０
平
方
㍍
以
上
」
に
緩
和
。
計
画
の
内

容
で
市
長
と
協
定
を
結
ぶ
た
め
に
必
要
な
住

民
・
面
積
の
同
意
率
も
引
き
下
げ
、
地
域
の

声
を
生
か
し
や
す
い
仕
組
み
に
改
め
ま
し
た
。

ま
ち
の
未
来
を
共
に

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築
を
行
う
場
合
の

特
定
開
発
事
業
で
新
た
な
制
度
を
導
入
。
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
際
、
開
発
区
域

の
面
積
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
緑
化
面
積
を

緩
和
で
き
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。
駐
車
場

に
関
す
る
規
定
も
改
め
、
電
気
自
動
車
用
の

充
電
器
や
専
用
駐
車
場
の
設
置
を
努
力
義
務

と
し
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
も
導
入
す

る
な
ど
環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
他
に
も
、
大
規
模
な
土
地
取
引
の
際
に
は

早
期
に
市
長
へ
届
け
出
る
努
力
義
務
も
規

定
。
開
発
時
に
は「
防
災
」に
加
え
て「
減
災
」

の
対
策
を
求
め
る
ほ
か
、
自
治
会
へ
の
加
入

の
促
進
に
努
め
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

取
り
決
め
を
整
理
し
ま
し
た
（
左
欄
参
照
）。

　
改
正
条
例
の
施
行
は
来
年
４
月
。
市
民
や

地
域
、
事
業
者
が
関
わ
れ
る
環
境
を
整
え
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問【
条
例
全
般
】都
市
計
画
課
☎
225-

２
４
０
１
・

【
特
定
開
発
事
業
】開
発
指
導
課
☎
225-

２
４
２
０

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
一
部
改
正

　
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
自
然
環
境
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
て

来
年
４
月
に
施
行
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
参
加
の
機
会
拡
充
の
た
め
、
各
種
制
度
の
利
用
要
件
の
緩
和

な
ど
を
実
施
。
時
代
に
応
じ
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Zoom Up

時
代
の
変
化
に
応
え
る
ま
ち
へ

いつまでも住み続けられるまちへ

　網走市で開催される氷雪像の展
示などが楽しめるイベントに参加
する訪問団を募集します。

問企画政策課☎225-2050

問スポーツ魅力創造課☎225-2531

期間　2月5〜7日
内容　�祭りでの市のPR活動、観光砕氷船への乗船、文化施設の訪問など
対象　市内在住の18歳以上10人
費用　6万円（宿泊・航空費ほか）

厚木市と網走市
　東京農業大学厚木キャンパスと網走市にあるオホーツクキャンパス
との交流をきっかけに、2005年2月5日に友好都市を締結。現在は、
市民やこどもたちの相互訪問・物産販売などで交流を重ねています。

申市HPにある申し込みフォームまたはEメールに、申込者全員の〒住
所、氏名（ふりがな）、年齢、生年月日、電話番号を書き、
11月20日（必着）までに企画政策課 1100@city.atsugi.
kanagawa.jpへ。抽選。1月21日に事前説明会あり。
※一人での参加者は、相部屋になります。

ー改正のポイントー
①市民参加をしやすく
　地域まちづくり計画を策定できる面積、
その計画の内容を基に市長と協定を締結
するために必要な同意率を緩和
対象の面積要件＝1000平方㍍以上に緩和
協定の同意率　＝3分の2以上に引き下げ
②大規模な土地取引を早期に把握
　市内で「5000平方㍍以上」の土地を
取引する際、「6カ月前」までに市長に届
け出る努力義務の規定を設置
③持続可能で災害に強いまちへ
　特定開発事業を実施する時は、これま
での「防災」に加えて「減災」の対策を
踏まえる内容を規定
④脱炭素に向けた取り組みを追加
　太陽光発電設備を設置した
場合、開発区域の面積に応じ
て必要となる緑化面積を緩和
できるようにするほか、駐車
場設置の規定を見直し 詳細はこちら

あつぎ駅伝
競走大会
出場チームを募集

あばしり
オホーツク流氷
まつりの訪問団

友好都市・北海道網走市との交流参加者募集

詳細はこちら

詳細はこちら

　新春の風物詩「あつぎ駅伝」に出場
するチームを募集します。

申12月11日までに①②ランネットHP③モシ
コムHPから申し込み。先着順。詳細は市HP
に掲載。

日時　1月31日　9時30分～
　　　（�荒天中止、小学生の部は

雨天中止）
会場　荻野運動公園ほか
対象　①�一般・高校の部（20・30チーム）＝ 4区間21.6㌔�

監督1人、選手4人、補欠3人以内
　　　②�女子の部（10チーム）＝ 6区間21.1㌔�

監督1人、選手6人、補欠5人以内
　　　③�小学生の部（60チーム）＝ 4区間4.9㌔�

監督1人、選手4人、補欠2人以内
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問予防課☎223-9371

　市では、こどもと子育て家庭を支える社会づくりに取り組んでいま
す。こどもたちの幸せを考え、地域全体で温かく見守って支え合うま
ちづくりを進めましょう。 　　　　　　

　空気が乾燥し、火災が発生しやすくなる季節です。「火の
確認 いい日を支える いい習慣」をスローガンに、火の元の
確認などに取り組み、火災から身を守りましょう。

11月11月はは秋秋ののこどもまんなか月間こどもまんなか月間

問こども育成課☎225-2262

日時　11月 2日　17時30分～
会場　本厚木駅前北口広場・南口

■街頭キャンペーン
　こどもまんなか月間に合わせて
街頭キャンペーンを実施します。

秋の火災予防運動秋の火災予防運動11月9～15日は11月9～15日は

今日からできる火災予防運動

■サイレン吹鳴
　試験のため、市全域でサイ
レンを鳴らします。
日時　11月9日　7時～

■啓発活動
　期間中は消防車両による
巡回広報を実施します。

　住宅用火災警報
器は定期的に点検

　電気プラグやコ
ンセントを掃除

　コンロから離れ
る時は火を消す

　消火器の使い方
や使用期限を確認

あつぎこどもの意見ひろばを設置

設 置 場 所
対象　小学〜高校生

　市の未来をつくる皆さんのアイデアや
意見を投稿するフォームを設置しました。

　市HP（子育て・教育サイト「お
おきくな～れ‼」）、市公式LINE 詳細は

こちら

　2016年から整備を進めてきた厚木環状３号線の一部が、11月28日に開
通を迎えます。愛名と下古沢をつなぐ都市計画道路で、交通渋滞の解消や
物流の円滑化などにつなげます。

厚木環状3号線の一部が開通
交通利便性が向上

Zoom Up

　
地
域
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
た
め
、
整
備
を
進
め
て
い
た
厚
木
環
状

3
号
線
。
路
線
の
総
延
長
７
８
５
０
㍍
の
う

ち
、
約
１
７
０
０
㍍
を
11
月
28
日
に
開
通
さ

せ
ま
す
。
県
道
63
号
の
宮
地
交
差
点
と
市
道

籏
谷
上
古
沢
線
を
つ
な
ぐ
4
車
線
道
路
（
一

部
は
2
車
線
）
で
、
本
厚
木
駅
周
辺
の
市
内

中
心
部
へ
向
か
う
車
両
の
交
通
量
を
分
散
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

経
済
の
発
展
へ

　
24
年
に
完
了
し
た
森
の
里
東
土
地
区
画
整

理
事
業
地
に
ま
た
が
る
同
路
線
は
、
新
た
に

創
出
し
た
産
業
用
地
へ
の
主
要
な
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
森
の
里

方
面
に
接
続
す
る
下
古
沢
森
の
里
青
山
線

（
約
５
５
０
㍍
）
も
同
時
に
開
通
。
新
た
な

企
業
の
誘
致
の
促
進
と
雇
用
の
創
出
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
厚
木
秦
野
道
路
で
計
画
さ
れ
て
い
る
厚
木

北
と
森
の
里
（
共
に
仮
称
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

の
機
能
に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　
今
後
は
森
の
里
Ｉ
Ｃ
へ
と
つ
な
が
る
都
市

計
画
道
路
の
船
子
飯
山
線
と
尼
寺
原
幹
線
の

整
備
に
も
着
手
し
、
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
（
左
図
参
照
）。

安
全
な
通
行
空
間
を
目
指
し
て

　

市
で
は
道
路
の
新
設
・
改
良
に
加
え
、
無

電
柱
化
や
歩
行
者
空
間
へ
の
ベ
ン
チ
の
設
置
、

自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
な
ど
、
交
通
環
境

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
誰
も
が
安

心
安
全
に
通
行
で
き
る
快
適
な
道
路
空
間
の

実
現
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
将
来
を
見
据

え
た
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
交
通
混
雑
対
策
課
☎
225-

２
３
１
０

渋滞の解消や企業誘致の促進への期待がかかる渋滞の解消や企業誘致の促進への期待がかかる

※インターチェンジ名は仮称

厚木北IC厚木北IC厚木北IC

森の里IC森の里IC森の里IC

東名
高速
道路

東名
高速
道路

国道
24
6号

国道
24
6号

小田
急

小田
原線小田
急

小田
原線

伊勢原北IC伊勢原北IC伊勢原北IC

県道60号

（厚木清川）
県道60号

（厚木清川）

県道
63
号

（相
模原
大磯
）

県道
63
号

（相
模原
大磯
）

市道籏谷上古沢線
市道籏谷上古沢線

県道603号（上粕屋厚木）
県道603号（上粕屋厚木）

（都）（都）船子
飯山
線

船子
飯山
線

県
道
64
号

（
伊
勢
原
津
久
井
）

尼寺原幹線尼寺原幹線

下古沢
森の里
青山線

下古沢
森の里
青山線

　

厚
木
環
状
３
号
線

　

厚
木
環
状
３
号
線

延
長
＝
約
1.7
km

厚
木
秦
野

道
路

圏央厚木JCT圏央厚木JCT圏央厚木JCT

至
東京
至
東京
至
東京

至
新宿
至
新宿
至
新宿

至
渋谷
至
渋谷
至
渋谷

至八王子至八王子至八王子

さ
が
み
縦
貫
道
路

さ
が
み
縦
貫
道
路

相
模
川

国
道
１
２
９
号

国
道
１
２
９
号

本厚
木駅

本厚
木駅

本厚
木駅

詳細は
こちら

ト
ン
ネ
ル

式典会場

イベント会場

駐輪場駐輪場

くす玉・テープカット

宮地
交差点

開通に伴い、イベントを開催します。

日　時　11月28日　10～12時
内　容　�くす玉割り、テープカット、消防車・パ

トカーなどの働く車やロードバイクの展
示、ドローンでの記念撮影など

位置図
※�駐車場はあり
ません。公共
交通機関でお
越しください
（駐輪場あり）。

開通イベント



　
市
は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
事
故
や
犯
罪

を
防
止
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組

み
を
市
民
協
働
で
進
め
、
10
年
に
は

安
心
・
安
全
に
対
す
る
一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
自
治
体
に
与
え
ら
れ
る

「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
」

を
国
内
で
３
番
目
に
取
得
。
市
民
や

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
活
動
を

続
け
、
昨
年
時
点
で
活
動
前
の
07
年

か
ら
刑
法
犯
認
知
件
数
を
６
割
程

度
、
交
通
事
故
件
数
は
３
分
の
１
以

下
に
減
ら
し
ま
し
た（
右
下
欄
参
照
）。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
11
月

で
認
証
期
間
が
満
了
を
迎
え
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
交
通
事
故
状
況
の
変

化
、
犯
罪
や
自
然
災
害
の
多
様
化
な

ど
社
会
を
取
り
巻
く
課
題
が
複
雑
化

す
る
中
、
市
は
こ
れ
ま
で
実
績
を
挙

げ
て
き
た
活
動
を
基
盤
と
し
て
、
認

証
の
基
準
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の

体
制
を
構
築
す
る
道
を
選
び
ま
し

た
。
新
た
な
体
制
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
の
は
「
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
あ
つ

ぎ
」。
分
野
や
立
場
の
垣
根
を
越
え

て
連
携
し
、
安
心
・
安
全
な
地
域
社

会
を
目
指
し
ま
す
。活
動
に
当
た
り
、

基
本
理
念
や
市
の
責
務
、
市
民
、
関

係
団
体
な
ど
の
役
割
を
明
確
に
す
る

た
め
の
条
例
を
制
定
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
に
は
な
か
っ
た
基
本
計
画
も
新

た
に
策
定
し
、「
け
が
予
防
」「
交
通

安
全
」「
治
安
向
上
」「
防
災
」
の
４

つ
を
重
点
分
野
と
し
て
、
来
年
４
月

か
ら
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
道
な
活
動
が
安
全
の
礎
に

地
道
な
活
動
が
安
全
の
礎
に

　
交
通
安
全
の
分
野
で
、
力
を
発
揮

し
て
い
る
の
が
交
通
安
全
指
導
員
の

皆
さ
ん
で
す
。
市
内
に
は
15
の
支
部

が
あ
り
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の
約

１
６
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
た

い
」。
指
導
員
協
議
会
で
会
長
を
務

め
る
川
崎
勲
さ
ん
（
75・山
際
）
は
、

30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
通
学
路
に
立

ち
続
け
る
一
人
で
す
。
40
代
の
頃
に

知
人
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、「
同
じ
思
い
を
す
る

人
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
」
と
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
指
導
員
の
主
な
仕
事
は
、
季

節
ご
と
に
実
施
す
る
交
通
安
全
運
動

と
交
差
点
な
ど
で
の
朝
の
見
守
り
活

動
で
す
。「
制
服
を
着
て
交
差
点
に

立
つ
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
安
全

運
転
を
意
識
す
る
。
地
道
な
取
り
組

み
は
継
続
が
何
よ
り
大
切
」
と
活
動

の
意
義
を
説
明
し
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
車
両
に
は
、「
ル
ー

ル
を
き
ち
ん
と
守
ろ
う
」
と
毅
然
と

し
た
態
度
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
活

動
当
初
か
ら
は
、
見
違
え
る
ほ
ど
違

反
が
減
っ
た
と
い
う
川
崎
さ
ん
。
学

校
へ
向
か
う
こ
ど
も
た
ち
に
「
お
は

よ
う
！　
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

元
気
に
声
を
か
け
な
が
ら
通
学
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち

安
心
・
安
全

安
心
・
安
全
をを
未
来
へ

　
市
は
２
０
１
０
年
に
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認
証
を
取
得
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
国
際
認
証
が
11
月
３
日
に
満
了
し
、
４
日
か

ら
は
活
動
名
称
を
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
あ
つ
ぎ
に
改
め
ま
す
。「
け
が
予
防
」「
交
通
安
全
」

「
治
安
向
上
」「
防
災
」
を
中
心
と
し
た
独
自
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
く
ら
し
交
通
安
全
課
☎
225‒

２
１
４
８

災害の種類に応じた対策を伝える

特
集
　
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
あ
つ
ぎ

か
ら
の
「
今
日
も
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
が
活
動
の
原
動
力
で
す
。

　
他
に
も
、
市
内
23
小
学
校
で
の
交

通
安
全
教
室
の
開
催
や
警
察
と
連
携

し
た
迷
惑
駐
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
今

後
は
交
通
安
全
教
室
の
中
で
実
技
を

交
え
た
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を

教
え
る
機
会
も
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

防
災
力
で
地
域
を
守
る

防
災
力
で
地
域
を
守
る

　
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
あ
つ
ぎ
の
柱
の
一

つ
と
な
る
の
が
防
災
で
す
。
旭
町
二

丁
目
自
治
会
長
の
宮
田
幸
紀
さ
ん

（
81
・
旭
町
）
は
、
10
年
以
上
に
わ

た
り
地
域
防
災
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
宮
田
さ
ん
が
防
災
を
強
く
意
識
し

た
の
は
31
年
前
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
被
災
地
支
援
に
参
加
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
駅
前
の
ビ

ル
は
つ
ぶ
れ
、
ま
る
で
焼
け
野
原
の

よ
う
だ
っ
た
。
当
時
は
、
地
震
が
起

き
た
ら
周
囲
に
物
が
な
い
浜
辺
へ
逃

げ
ろ
と
い
っ
た
誤
認
識
を
持
つ
人
も

多
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
災
害
へ

の
正
し
い
知
識
を
広
め
る
必
要
性
を

感
じ
た
と
い
い
ま
す
。「
自
然
災
害

は
防
げ
な
い
が
、
被
害
を
小
さ
く
す

る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
」
と
考
え
た

宮
田
さ
ん
は
、
地
震
、
土
石
流
、
雪

崩
な
ど
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
避
難

方
法
を
一
か
ら
学
習
し
て
61
歳
で
防

災
士
の
資
格
を
取
得
。
防
災
講
座
や

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
な
ど
、

地
域
の
防
災
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
夏
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
る
地

域
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
ル
ー
ト

や
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
避
難
誘
導

訓
練
、
災
害
に
応
じ
た
避
難
方
法
を

共
有
す
る
防
災
会
議
な
ど
を
実
施
。

宮
田
さ
ん
を
中
心
に
、
住
民
同
士
が

協
力
し
て
災
害
時
の
対
応
を
確
認
し

て
い
ま
す
。「
災
害
発
生
時
は
、
い

る
場
所
や
状
況
で
取
る
べ
き
行
動
は

変
わ
る
。
落
ち
着
い
て
判
断
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
話
す
宮
田
さ
ん
。
自

然
災
害
の
激
甚
化
が
全
国
で
話
題
と

な
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
な

ど
で
知
識
を
深
め
、
防
災
会
議
で
伝

え
て
い
ま
す
。
訓
練
に
参
加
し
た
地

域
住
民
た
ち
か
ら
は「
話
を
聞
い
て
、

身
が
引
き
締
ま
っ
た
」「
備
え
を
改

め
て
見
直
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
自

治
会
で
の
活
動
を
機
に
、
防
災
行
政

無
線
で
流
れ
る
情
報
の
配
信
登
録
や

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
備
え

を
実
践
す
る
住
民
も
増
え
た
と
い
い

ま
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
気
持
ち
が
大
事
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
仲
間
に
、
分
か
り
や
す
く
正
し

い
情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
宮

田
さ
ん
は
力
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
を

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
を

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。「
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
」「
地
域
の

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
み
る
」な
ど
、

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
。

18
年
前
に
始
ま
っ
た
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
、
私
た

ち
の
心
に
安
心
・
安
全
へ
の
意
識
を

確
か
に
根
付
か
せ
て
き
ま
し
た
。
11

月
か
ら
は
独
自
の
枠
組
み
に
生
ま
れ

変
わ
り
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

未
来
へ
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

避難誘導訓練を先導する宮田さん（左）

防災会議に参加する住民たち

月に3回程度、通学路の安全を守る

こどもたちに声をかけながら笑顔で見守る川崎さん

市内の刑法犯認知件数と
交通事故件数の推移

4000
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0
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1000
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交通事故
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07 10 15 20 25（年）
刑法犯認知件数　　　　交通事故件数

セーフシティあつぎの実現に向けて

　安心・安全なまちづくりに向けた新
たな一歩を踏み出します。

問くらし交通安全課☎225-2148

セーフシティあつぎ
始動式

日時 11月9日　13時30分～16時
会場　文化会館
内容　 園児による演技披露、防犯漫才、セーフシティあつぎ

始動宣言、推進地区指定式、防犯講演、パネルディス
カッションなど

申不要。直接会場へ。 詳細はこちら

　評価機関の委員長として、課題発見のサポートや活動の評価に携わってい
ます。市内では2008年から取り組んできたセーフコミュニティの活動を通じ
て、市と市民が手を携え、まちの安全を守る意識が根付いています。セーフ
シティあつぎへの移行により、国際認証で決められている基準のみにとらわ
れない独自の課題に応じた対応が可能となります。まちの安全には住民の力
が欠かせません。暮らしの中で危険を感じた場面を行政に相談・共有するな
ど、身近な行動の積み重ねが大切です。市全体で一丸となり、世界に誇れる
安心・安全なまちづくりを進めていきましょう。

成果を生かして新たなステージへ
地域安全共創委員会 委員長
大野 美喜子さん（43）

詳細はこちら

申市HPやくらし交通安全課にある申請書と必要書類を直
接または郵送で購入日から3カ月以内に〒243-8511くらし
交通安全課へ。

対　象　 ①録画中に本体で録画映像を確認できない②有効画素数が200万画
素以上で2時間以上を常時録画できる③事故の前後の映像が自動で
保存される④記録のデータ再生がパソコンでできる―の全てを満た
す機器

補助額　最大2000円（購入費の2分の1）

　交通事故によるトラブルを防ぐため、走行中の映像を自動で記録できるサ
イクルレコーダーの購入費を助成します。

サイクルレコーダーの購入費を補助します

けが予防
・ 転倒防止のため、体操などで体づく
りを心がける
・ やけどの危険がある電気ケトルやア
イロンなどは倒しにくい場所に置く
交通安全
・時間に余裕を持って運転する
・ 自転車乗車時はヘルメットを着ける

防犯対策
・玄関や窓の施錠を徹底する
・ 防犯カメラやセンサーライトを活用
する

災害への備え
・ハザードマップを確認する
・3日分の食料を確保しておく

■目指す都市像
　市や市民、関係団体などが一体となって、けが、交通事故、犯罪などを防止する
ための取り組みを展開する安心・安全な地域社会を実現する。

■今日からできる第一歩

■ セーフコミュニティからの
変更点

・ 「けが予防」「交通安全」「治安向上」
「防災」を重点テーマに設定
・ 顕著な功績や優良な取り組みなど
を表彰
・ 11月1から10日までを推進旬間と
し、市内全域で啓発活動を展開

■それぞれの役割

専門的な視点で
情報提供や助言

セーフシティあつぎを推進し、
必要な支援や人材育成を実施

市

 関係団体
安心・安全に関す
る活動に関心を
持って参加・協力

市　民

45 2026(令和８)年11月１日
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彬
子
女
王
殿
下
が
9
月
11

日
に
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
を

訪
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
活
躍
し
た
英
国
人
外
交

官
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

ら
に
関
す
る
展
示
を
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
訪
問
さ
れ
た
の
は
、
同
館

が
同
月
23
日
ま
で
開
催
し
て

い
た
特
別
展「
ア
ー
ネ
ス
ト・

サ
ト
ウ
、
Ｆ・ベ
ア
ト
、
八
雲
、
暁
斎
で
知
る
幕
末・明
治
」。

殿
下
は
学
生
時
代
、
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
さ

れ
、
日
本
美
術
史
を
専
攻
。
女
性
皇
族
で
初
め
て
博
士
号
を

取
得
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
日
英
協
会
の
名
誉
総
裁
を
務
め

ら
れ
、
市
か
ら
の
招
待
状
に
応
え
る
形
で
訪
問
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
館
内
で
殿
下
は
、
サ
ト
ウ
に
ま
つ
わ
る
議
定
書

や
写
真
家
の
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
ベ
ア
ト
が
撮
影
し

た
当
時
の
風
景
な
ど
を
山
口
貴
裕
市
長
ら
と
鑑

賞
。
常
設
展
示
に
も
足
を
運
ば
れ
、
40
分
間
に
わ

た
っ
て
市
内
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
高
校
生
が
薬
物
乱
用
や
非
行
防
止
な
ど

を
呼
び
か
け
る
「
心
と
街
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

9
月
26
日
、
小
田
急
線
本
厚
木
駅
周
辺
で
開
催
し

ま
し
た
。
学
生
ら
約
50
人
が
参
加
し
、
道
行
く
人

に
啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
作
戦
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
を
目
的
に
、

学
生
た
ち
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
毎
年
開

催
。
今
回
は
「
本
当
に
大
丈
夫
？　
始
め
る
の
も
や
め
る
の

も
最
初
の
一
歩
」
を
統
一
標
語
に
掲
げ
、
実
行
委
員
会
が
制

作
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら
薬
物
乱
用
と

非
行
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
を
務
め
た

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
3
年
の

沼
野
井
彩
さ
ん
（
18
）
は

「
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

非
行
防
止
の
こ
と
を
考
え

る
人
が
増
え
、
後
悔
す
る

人
を
少
し
で
も
減
ら
せ
た

ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

依
知
北
地
区
で
10
月
か

ら
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

交
通
の
実
証
実
験
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
者
を
は
じ
め
、

高
齢
者
な
ど
の
日
常
の
移
動

を
支
援
し
ま
す
。

　
実
験
で
は
、
タ
ク
シ
ー
と

バ
ス
の
特
長
を
併
せ
持
つ

「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
専
用
ア
プ
リ
や
電
話
で
予
約
し
、
１
回
５
０
０
円

で
目
的
地
ま
で
の
利
用
が
可
能
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
地
区
内

の
商
業
施
設
や
公
園
な
ど
65
カ
所
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
を
状
況

に
応
じ
て
最
適
な
経
路
で
運
行
し
ま
す
。

　
利
用
し
た
女
性
は
「
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に

備
え
て
体
験
し
た
。
対
応
が
親
切
だ
っ
た
」
と
話
し
、
車
両

を
運
行
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運

転
手・比
内
一
敬
さ
ん（
69
）は「
停

留
所
が
多
く
、
誰
で
も
利
用
し
や

す
い
と
思
う
。
気
軽
に
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

依知北地区で実証実験始まる

本厚木駅周辺で心と街のクリーン作戦

新たなコミュニティー交通の運行に向け

実験は来年１月まで実施

高校生が非行防止などを呼びかけ

啓発物品を手渡す学生たち

　
人
気
児
童
書
シ
リ
ー
ズ
「
こ
び

と
づ
か
ん
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
こ
び
と
さ
が

し
in
あ
つ
ぎ
」
を
10
月
、
ぼ
う
さ

い
の
丘
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
、
園
内
に
隠
れ
て
い
る
不

思
議
な
生
き
物
「
コ
ビ
ト
」
を
探
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で
開
催
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
市
内
店
舗
で
使

え
る
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
た
り
、
会
場
内
の
パ
ネ
ル
に
市
の

情
報
を
盛
り
込
ん
だ
り
し
て
街
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　
相
模
原
市
か
ら
訪
れ
た
林
田
な
な
み
さ
ん（
４
）は
「
い
ろ

い
ろ
な
コ
ビ
ト
が
い
て
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
、
父
親
の

雄
馬
さ
ん（
37
）は
「
公
園
を

楽
し
み
な
が
ら
、
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
知
れ
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
11
月
14
、
15
、
21
、
22
日

に
は
、
会
場
を
本
厚
木
駅
周

辺
に
移
し
て
開
催
し
ま
す
。

人気児童書シリーズとコラボ
ぼうさいの丘公園で「こびとさがし」

園内に隠れる「コビト」を探した

ピト
彬子女王殿下が訪問
あつぎ郷土博物館の特別展

展示を丁寧に鑑賞された

　「スマートフォンの使い方が分からない」「パソコンで困っ
たことがある」など、身近な困り事に寄り添い、一対一で
相談に乗っています。現在は30人が活動し、毎週木曜日と
第１・３土曜日にあつぎ市民交流プラザで相談会や初心者
講座を実施。公民館などでもス
マホ教室を開催しています。
　誰もが楽しくスマートフォン
やパソコンを使えるよう、操作
方法やアプリのノウハウを伝え、
「分からない」が「できた」に
変わる喜びを届けています。

団体の詳細や問い合わせを希望する方は
市民協働推進課☎225-2101へ。

　ボランティアなどの社会貢献活動を支援するため、市民　ボランティアなどの社会貢献活動を支援するため、市民
活動団体の登録制度を導入しています。連載では健康・活動団体の登録制度を導入しています。連載では健康・
スポーツ・文化芸術・福祉など、さまざまな分野の市民活スポーツ・文化芸術・福祉など、さまざまな分野の市民活
動団体を紹介していきます。動団体を紹介していきます。

みんなのみんなの力力でまちをでまちを元気元気にに

あつぎあつぎのの市民活動

市マルチメディアボランティア10

　
「
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
」
が
、
80
回
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
夏
の
風

物
詩
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
猛
暑
に
よ
る
健

康
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
ま
し
た
。

安
全
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
秋
開

催
へ
の
移
行
を
決
断
。
ア
ユ
漁
が
で
き
る

期
間
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

　
鮎
ま
つ
り
と
い
え
ば
夏
と
い
う
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ

ば
秋
の
鮎
ま
つ
り
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
会
場
に
は
約
33
万
5
千
人
の
皆
さ

ま
が
来
場
。
こ
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
笑
顔
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
あ
ふ
れ
、
夏
に
負
け

な
い
熱
気
を
帯
び
た
様
子
に

安あ
ん

堵ど

し
ま
し
た
。

　

初
日
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
っ
た
大
花
火
大
会
で
は
、

約
１
万
発
の
花
火
が
相
模
川

の
上
空
を
彩
り
ま
し
た
。
80

回
を
記
念
し
た
６
０
０
㍍
の

特
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
市
民
協

賛
に
よ
る
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
に
は
ひ

と
き
わ
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

秋
の
澄
ん
だ
夜
空
に
力
強
く
開
く
大
輪
を

見
上
げ
な
が
ら
、
長
い
歴
史
を
支
え
て
く

れ
た
先
人
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

る
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
胸
に
広

が
り
ま
し
た
。

　
鮎
ま
つ
り
は
、
厚
木
市
に
と
っ
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
特
別
な
催
し

物
で
す
。
こ
の
先
も
90
回
、
１
０
０
回
と

伝
統
を
重
ね
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
守
り

育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

厚木市長山口貴裕

会場の皆さまと共にカウントダウン

団体の一覧は
こちら︎

30年近く活動を続ける
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インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報シティプロモーション課☎225-2043

検 索

10月１日号「広報あつぎ」を読んで
◆厚木が舞台となった映画が公開されるのがうれしい
／30代女性 ◆市がフリマアプリなどを活用するのは
良いアイデアだと思った／70代以上男性 ◆「症状が
なくても検診を」という言葉にありがたさを感じた／
30代女性 ◆映画製作に対する皆さんの熱い思いが伝
わってきた／40代女性 ◆こびとさがしは、楽しみな
がら歩いて健康にもつながると思う。こどもと一緒に
参加したい／40代男性

　まちの安心・安全のために活動す
る皆さんの話を聞いた中で、口をそ

ろえて言っていたのが「継続することの大切さ」です。私
たちの日々の暮らしは長年活動を続けている方たちの努力
によって守られているのだと改めて実感しました。私も厚
木で暮らす一員として、けが予防のために体づくりを意識
したり、地域の防災訓練に参加したりするなど、身近なこ
とから行動していきたいです／榎本

あつぎストリートフェス
（市民協働提案事業）
　１１月２１日、１4時～１8時３０分。中
町花の公園。ミュージシャンによ
るストリートライブ。無料。申不
要。問文化魅力創造課☎２２５-２５０８。

平和を学ぶ映画上映
「長崎－閃

せん

光
こ う

の影で－」
　１２月１２日、１０時３０分～１３時３０分。
あつぎのえいがかんkiki。映画で
平和の尊さを学ぶ。平和に関する

「詩」コンテストの表彰式を同時開
催。市内在住在勤在学の方７０人。
無料。申1１月１８日までに市HPに
ある電子申請システムから申し込
み。抽選。問地域包括ケア推進課
☎225-2200。

忙しいあなたにもできる料理教室
　１２月５日、１０～１３時。あつぎ市民
交流プラザ。ワーク・ライフ・バ
ランスのための短時間で作れる料
理を学ぶ。市内在住の方１６人（託
児あり。要予約）。５００円（材料費）。
申１１月２０日までに電話または市HP 
にある電子申請システムから申し
込み。問市民協働推進課☎225-
2215。抽選。

応急手当普及員再講習会
　１２月１２日、9～１２時。消防本部。
有効期限の更新や応急手当て技能
の維持・向上のための講習。有効
期限内で市内在住在勤在学の応急
手当普及員３０人。3960円（テキス
ト代）。申11月2～11日に救急救命
課☎223-９３６５へ。抽選。

健康生活支援講習支援員養成講習会
　１２月１２・１３日（ 全２回 ）、９時３０
分～１７時３０分。保健福祉センター。
健康増進の知識や高齢者の支援・

自立に向けて役立つ介護技術の解
説。全日程に参加できる高校生以
上３０人。９００円（教材代、保険料）。
申Ｅメールに講習名、住所、氏名

（ふりがな）、性別、年齢、電話番
号を書き、１１月２５日までに〒２４３-
８５１１地域包括ケア推進課 １９１０@
city.atsugi.kanagawa.jp☎２２５-
２２００へ。抽選。

人権講座・AI時代を生きる
こどもたちの未来と人権

　１２月５日、１１時～１２時１５分。あつ
ぎ市民交流プラザ。日本メディア
リテラシー協会理事によるAIリ
テラシーと人権がテーマの講演。
市内在住在勤在学の方４０人（託児・
手話通訳あり。１１月１９日までに要
予約。託児は先着5人）。無料。申
１１月１日から電話または市HPにあ
る電子申請システムで教育総務課
☎２２５-２６００へ。先着順。

市久保奨学金の奨学生を募集
　高校などへの入学費用を支援す
る入学準備奨学金と修学費用を支
援する高校等修学奨学金の希望者
を募集します。
　《対象》①修学の意欲がある②
経済的な理由により修学が困難③
学業成績が優秀―の全てを満たす
市内在住で２０２７年４月に高校など
へ入学予定の中学３年生２０人程度。
申市立中学校から配られるチラシ
を確認し、申請書などを１２月２日ま
でに担任教諭へ。市立中学校以外
の方は教育総務課☎２２５-２６００へ。
選考あり。

オレンジ・パープルリボン
を知っていますか

　市では、児童虐待防止のシンボ
ルであるオレンジリボンと女性へ
の暴力根絶のシンボルであるパー

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

「「特大ナイアガラ特大ナイアガラ」」
#10月10日撮影
#80回記念
#あつぎ鮎まつり
#niceatsugi
市公式インスタ
グラムで公開中

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム　
　　　　　　　　＝市広報番組あつぎ愛テレビ
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

11月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

プルリボンを組み合わせたリボン
で啓発に取り組んでいます。１１月
は「児童虐待防止推進月間」、１１
月１２～２５日は「女性に対する暴力
をなくす運動期間」です。児童虐
待防止や女性に対する暴力根絶に
関心を持ちましょう。問こども家
庭センター☎225-2244。

ウォルガ湘南
Ｂリーグ公式戦に無料招待

　バスケットボールチーム「ウォ
ルガ湘南」の試合を無料で観戦（2
階席）できます。
　《日時》①１１月２１日、15時5分〜②
２２日、14時5分〜《会場》荻野運動公
園《対戦相手》しながわシティバス
ケットボールクラブ。申当日まで
にBリーグ公式HPから申し込み。
先着順。問スポーツ魅力創造課☎
２２５-2531。

よっトクキャンペーン
　大型店と商店会が協力し、市内
店舗で買い回りを楽しめるキャン
ペーンを実施します。
　《期間》１０月３１日～１１月８日《参
加方法》①個店で１０００円以上の買
い物をしてチケットをもらう②大
型店で２０００円以上の買い物をして
レシートをもらう③①と②を大型
店のサービスカウンターに持って
いき、ギフト券と交換または１１月
７、８日に厚木公園で抽選会に参加。
交換は先着順。詳細は市HPに掲
載。問商業観光課☎２２５-２８４０。

宿愛甲プレミアム商品券の販売
　宿愛甲商工振興会の店舗で使え
る商品券を販売します。
　《販売日》１１月８日～《場所》宿
愛甲商工振興会事務所《価格》１
セット５０００円（５００円券×１３枚、６

５００円分）《販売数》３０００セット（１
人５セットまで）。使用期限は２０２７
年１月１７日まで。申不要。先着順。
問商業観光課☎225-2840。

教育委員会委員の任命
　１０月16日付で山本正彦氏（６０）が
再任されました。問教育総務課☎
225-２６００。

給与支払報告書の配布
　１１月１６日から給与支払報告書の総
括表や個人別明細書を配布します。
　《配布場所》市民税課《対象》
事業所や事業主の方。問市民税課
☎２２５-２０１１。

11/1〜愛TV

詳細はこちら

　江戸時代から続く相模人形芝居を受け継ぐ
県内５座が一堂に会する公演です。
� 問文化魅力創造課☎225-2509

相
さ が み の く に

模国に
伝わる伝統 相模人形芝居大会

全国瞬時警報システム（J
ジェイ

-アラート）
全国一斉情報伝達試験

問危機管理課☎225-2190

　J-アラートの確認のため、防災
行政無線で試験放送を実施します。
日時　11月11日　11時〜 
　　　（予備日は２５日）

※気象状況により中止の場合あり

長谷座・林座、前
さき

鳥
とり

座（平塚市）
下中座（小田原市）、足柄座（南足柄市）

出演

２月14日　12時30分～１６時５０分日時

文化会館会場

1000人定員

問広報シティプロモーション課
☎225-2040

　普通自動車などへの新たな地
域名表示ナンバープレート（ご
当地ナンバー）「厚木」の導入を
検討するため、市民の皆さんの
意向を伺うアンケートを実施し
ています。

ご当地ナンバー「厚木」
導入に関するアンケート

無料

申往復ハガキに〒住所、入場者全員の氏名（2人まで）、
電話番号を書き、１月８日（消印有効）までに〒243-8511
文化魅力創造課へ。市HPにある電子申請システムか
らも申し込み可。抽選。

《回答期限》
11月15日
《回答方法》
市HPにある専用フォームから

回答は
こちら



「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1810へ。

⚫ジョウビタキ⚫
ヒタキ科

　体長15㌢ほどで重さは13～20㌘程度。小
さな体でシベリアや中国方面から長い距離
を飛行する。日本には冬鳥として渡ってく
る。写真は雄のジョウビタキ／森の里で見
つけた。 写真・文／吉田文雄

　「ヒッ、ヒッ、ヒッ」とジョウビ
タキの澄みきった鳴き声が、木々
のこずえやアンテナなど高いとこ
ろから聞こえてくる。スズメぐら
いの大きさの鳥で、よく縄張り争
いをしている。
　顔と背が黒く、赤褐色の腰、翼
の白斑が目立つ美しい鳥。小さな

昆虫やクモ類に加え、写真のよう
にヘクソカズラの実などの木や草
の実をよく食べる。ジョウビタキ
のふんから発芽し、広い範囲に生
育していると思われる。
　鳥と植物は助け合いながら共生
している。鳥たちに美しく平和な
環境を残してあげたい。

詳細は
こちら

開催イベント
❶ あつぎ愛・物産フェア、
　 あつぎ技能祭、キッズランド、
アーバンスポーツブース
（7日）
❷ あつぎ消防団ふれあい広場
（8日）
❸ あつぎグルメフェア　
❹ CHiKaフェス

　出演者がステージに
勢ぞろいします。

夜会11～18時11月7･8日
会場　本厚木駅周辺

両日　17時～
厚木公園

　総勢33組の大道芸パフォーマーたちの演技を
間近で楽しめるイベントです。

問問商業観光課☎225-2840
間近で楽しめるイベントです。間近で楽しめるイベントです。

厚木市の人口 人　口 22万1907人（前月比109人減)男11万4149人･女10万7758人10万6310世帯（前月比4世帯減）世帯数
（10月１日現在、2025年国勢調査反映）

11月 29日 17時～
 問文化魅力創造課☎225-2508

　４組のアーティストとオーディション大賞者
が出演します。熱いライブを楽しみませんか。

会場　文化会館 チケット販売中
定員　1100人
費用　VIP席＝1万円、一般席＝5000円
申11月29日までにローチケHPから申し込み。
先着順。

《変更前》本厚木駅前北口広場

《変更後》厚木公園
出演アーティスト
舟津真翔、Appare!、
神楽SCOPE、吉田山田、
オーディション大賞者4組

あつぎミュージックフェスティバルコンサート

受け付け場所を変更
音楽の
祭典

詳細は
こちら

©Toshitaka Nabata

詳細はこちら

チケット問い合わせ先
ホットスタッフプロモーション
☎050-5211-6077（平日12～18時）。

こびとさがしinあつぎ・本厚木駅周辺

　11月14・15・21・22
日に開催する「こびと
さがしinあつぎ・本厚
木駅周辺」の受け付け
場所を変更します。

問広報シティプロモーション☎225-2040

おかげさまで大盛況！

2026(令和８)年11月１日 ８


